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ソ
ロ

市
戸
ド
・

ロ
ジ

ャ

l
ズ
に
つ

い
て
の

一
研
究景

田

理

イ
ギ
司
ノ
旦
歴
史
撃
波
と
官
ジ
ャ

1
ズ

H
わ
ゆ
る
歴
史
事
汲
は
十
九
世
紀
の
中
頃
に

F
イ
ツ
に
お
い
て
起
っ
た
。
し
か
し
こ
白
事
減
の
墜
読
史
上
白
意
義
は
、

F
イ
y
に
つ

い
て
だ
け
認
め
ら
れ
る
と
い
う
も
白
て
は
た
い
。
己
の
事
訴
が
一
八
七

O
年
D
普
俳
職
手
を
契
機
と
し
て
他
園
に
お
主
ぼ
し
た
影
響
も

ま
た
、
無
視
ナ
る
己
と
は
で
き
な
い
。
た
か
ん
ず
く
、
イ
ギ
リ
ス
歴
史
皐
汲
は
F
イ
ケ
に
あ
け
る
よ
う
に
一
撃
滅
を
た
さ
ず
、

L
か
も
、

彼
b
の
著
述
は
散
在
的
ゼ
は
あ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
キ
イ

F
リ
プ
に
お
け
る
よ
り
も
、
己
白
新
思
想
の
普
及
を
も
ヮ
と
も
力
強
く
、
か

つ
有
数
に
在
し
た
鮪
に
お
い
℃
、

F
イ
ツ
に
つ
ぐ
も
の
が
あ
ヮ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
己
白
工
う
に
み
ら
れ
る
イ
ギ
リ
ス
歴
史
事
汲
白
成
立
根
擦
は
、
果
し

τい
か
た
る
よ
己
ろ
に
あ
ワ
た
で
あ
ろ
う
か
。
ス

ミ
λ

か
b
H
カ
1
F
ゥ
に
う
け
つ
が
れ
た
古
典
曲
学
汲
の
経
済
理
論
は
、
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
護
展
が
営
然
要
請
し
た
と
は
い
い
た
が

ら
、
思
想
的
に
は
、

一
八
四
六
年
白
自
由
貿
易
政
策
の
確
立
(
ピ
I
ル
保
例
1
穀
物
法
慶
止
)
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
己
と
は
疑
い

え
な
い
。
モ
白
後
、
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
は
此
界
自
工
場
に
な
る
ま
で
の
裂
展
を
途
げ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
一
八
七

O
年
の
普
悌

戦
争
に
お
い
て
ド
イ
ツ
が
勝
利
を
牧
め
て
以
来
、

F
イ
ツ
帝
園
主
義
の
形
成
が
見
ら
れ
、
ま
た
7
メ
リ
カ
資
本
主
義
が
高
度
の
護
展
士

ヅ
ロ
ル
ド
・
ロ
ジ
ャ
1
ズ
に
つ
い
て
の
一
研
究

第
七
十
六
巻

三
八
七

第
六
按

四



ジ
P

1

F

ド
・
ロ
ジ
ャ

1

1
に
う
い
て
の
一
研
究

第
七
十
六
巻

三
凡
八

第
六
銃

阻
阻

建
げ
、
次
第
陀
イ
ギ
リ
ス
の
盈
を
摩
す
よ
う
陀
な
る
と
、
一
八
七
一
二
年
に
は
恐
慌
が
起
り
、
モ
れ
に
つ
づ
い
て
不
景
集
が
ゐ
し
よ
せ
て

き
て
、
イ
ギ
ヲ
ス
白
モ
れ
ま
て
白
濁
占
的
地
位
は
必
然
的
に
ゆ
る
が
ざ
る
を
え
な
く
友
担
、
そ
こ
で
こ
れ
ら
に
劃
抗
す
る
た
め
に
、
イ

ギ
リ
ス
は
以
前
の
自
由
貿
易
主
義
政
策
士
放
棄
し
、
猫
占
化
、
す
φ

な
わ
ち
、
帝
園
主
義
の
形
成
へ
と
准
ん
て
い
っ
た
の
ゼ
あ
る
。
し
た

が
ヲ
て
、
そ
れ
ま
て
の
思
想
的
表
現
で
あ
る
古
典
準
訳
の
理
論
に
も
い
ろ
い
ろ
と
反
省
中
批
剥
が
加
え

b
れ
、
己
こ
に
主
と
し
て
方
法

論
的
批
判
の
形
て
は
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
歴
史
事
訳
が
擾
頭
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
イ
ギ
H
ス
匪
奥
事
訳
は
F
イ
w
ノ匪

史
由
牢
一
波
と
モ
の
成
立
根
抜
を
や
や
具
に
す
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
か
る
社
合
的
背
景
を
考
察
す
る
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
歴
史
事
祇
は
散
在
的
に
現
わ
れ
、
し
た
が
っ
て
彼

b
D
見
解
の
聞
に
種
々
白
相

異
が
見
ら
れ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
は
自
由
競
争
に
も
と
づ
く
イ
ギ
リ
ス

D
産
業
資
本
主
義
の
段
階
か

b
、
濁
占
資
本
主
義
形
成
に
い
た

る
ま
で
白
過
渡
的
な
混
胤
期
に
お
け
る
複
雑
な
経
済
現
象
に
封
醸
し
て
現
れ
た
諸
種
の
経
済
思
想
白
一
派
と
し
て
、
ま
た
世
合
主
義
思

想
に
封
立
し
て
現
れ
た
反
動
的
思
想
と
し

τ、
抱
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
か
か
る
観
賄
か
ら
み
る
と
、
己
申
思
想
の
意
義

は
消
極
的
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
の
ぞ
あ
る
が
、
経
済
患
の
研
安
方
法
論
上
に
お
い
て
古
典
皐
訴
に
封
し
て

も
っ
こ
の
思
想
の
進
歩
性
な
ら
び
に
短
所
、
そ
し
て
後
期
に
主
と
し
て
現
れ
て
く
る
反
動
性
は
ど
う
い
ろ
貼
に
あ
る
の
で
あ
る
か
。
私

は
己
の
鮪
白
虎
明
に
努
力
を
『
/
づ
け
よ
う
と
思
う
。

モ
れ
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
歴
史
撃
波
に
属
ず
る
経
済
皐
者
と
は
い
か
な
る
人
び
と
ゼ
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
一
際
、
リ
千
ヤ
ー
ド
・

ジ
コ

l
y
ズ
(
コ

uct-∞
副
)
、
ウ
ー
ル
グ

l
・パ

d
z
y
ト
(
百
日
出
t
E
3
)
、
F
1
7
・
ν
ス
p
i
(円∞同
l
H
E
M
)
、
ジ
司
ン
・
イ
γ
グ

ラ
ム
(
日
∞
巴
1
H
U
S
)
、
7
l
ノ
ル

F
・
ト
イ
Y
ピ

l
(目白日日
i
]∞
∞
叫
)
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
カ
ニ

Y

ガ
ム

(
H
E
C
t
g
E
)
、
治
よ
U
ウ
イ
リ
ア

ム
・
プ
ッ
シ
ュ
レ

l
(
H∞g
t
H
S
3
た
ど
を
指
摘
し
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
り
他
に
古
典
撃
波
か
ら
歴
史
串
祇
へ
白
過
渡
的
経
済



事
者
と
し

τ、
吉
た
イ
ギ
リ
ス
経
済
史
研
究
白
「
草
分
け
」
と
し
て
の
ソ
ロ
ル
ド
・
ロ
ジ
ャ
!
こ

5
2
E
i
=。
E
E
g四
日

(冨同国

t
同
君
。
)
白
存
在
も
ま
た
、
無
調
ず
る
こ
と
は
て
き
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
歴
史
撃
波
へ
の
哲
率
的
基
礎
づ
け
は
、
ク
リ

7

・
V

ス
リ

ー
に
よ
フ
℃
は
じ
め
て
な
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
h
る
o

モ
の
勲
、
ロ
ジ
ャ
ー
は
理
論
に
ι叫
ん
の
貢
献
も
友
さ
な
か
っ
た
が
、
古
典
準

祇
経
済
事
者
と
し

τ出
愛
し
た
綾
が
、
歴
史
研
究
を
進
め
る
過
程
に
お
い
て
徐
々
に
古
臭
事
訳
か
ら
俗
流
経
済
塵
汲
へ
白
移
行
を
示
し
、

さ
b
に
後
に
は
、
矛
盾
を
含
み
な
が
ら
も
、
あ
る
程
度
歴
史
事
一
派
的
見
解
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
形
て
イ
ギ
リ
ス
歴
史
事

汲
に
問
題
を
残
し
た
と
い
う
乙
と
な
ど
、
わ
れ
わ
れ
の
興
味
を
大
い
に
惹
く
も
の
が
あ
る
。
か
か
る
意
味
に
島
い
℃
、
私
は
上
越
の
問

ロ
ジ
ャ

l
ズ
に
つ
い
て
の
研
買
は
、
経
済
史

題
意
識
臼
解
明
に
先
立
っ
て
、
こ
乙
に
ロ
ジ
ャ
l
J
λ

を
取
り
あ
げ
て
み
た
。
と
こ
ろ
で
、

を
除
い

τ、
わ
が
闘
に
沿
い
℃
は
も
ち
ろ
ん
外
闘
に
お
い
て
も
、
十
分
に
た
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
献
で
あ
る
か

b
、
以
下
不
充
分
た

が
b
、
主
と
し
て
筏
白
経
済
思
想
お
よ
び
モ
白
嬰
濯
、
さ
ら
に
は
彼
の
歴
史
研
究
に
よ
る
結
論
の
出
し
方
の
問
題
性
な
ど
に
つ
い

τ、

私
心
調
べ
た
結
果
士
書
き
記
し
て
み
よ
う
。

世
(1) 

同
長
国
間
・

2
5・
E

E。q
a
E
E
E
F
P
O昌三

HE--MM

甘
ジ
ャ

1
ズ
の
生
涯
、
著
作

ま
ず
、

ロ
ジ
ャ

i
ズ
白
生
涯
お
よ
び
著
作
に
つ
い
て
あ
ら
ま
し
述
ベ
て
治
己
う
。

彼
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
グ
ァ
イ

z
v
r
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
。

g占
0
4
5
5
四
回
。
弔
問
(
生
死
不
詳
)
の
第
十
一
子
と
し
て
、
一
八
二
一
二
年
、
円
ム
プ
γ
ア

州
の
ウ
エ
ス
ト
・
メ
オ
ン
君
。
m
H

冨
gロ
で
生
れ
た
。
は
じ
め
は
ロ
U
J
V
Y
の
キ

γ
rズ
・
ヵ
レ
ッ
ヂ
で
教
育
を
た
ノ
け
、
一
八
四
三
年
、
オ
ッ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
大
塵
の
マ
グ

F
レ
シ
・
ホ
ー
ル
に
入
堅
、
一
八
四
九
年
、
車
位
戸
〉
(
論
丈
名
不
詳
)
を
と
る
。
彼
は
熱
心
な
「
宮
同
教
曾
徒
」
(
国
高
F

口
宮

ツ
担
ル

r
・
ロ
ジ
ャ

1
ズ
に
つ
い
て
の
一
研
究

第
七
十
六
巻

ヨ
一
九
九

停
~ ，、
読

四
五



y
ロ
ル
ド
・
ロ
ジ
ャ

1
ズ
に
つ
い
て
の
一
研
究

第
七
十
六
巻

ブL
O 

第
六
鵠

四
J、

EVEE)
だ
ヲ
た
の
で
、
島
位
脱
得
の
の
ち
、
オ
ッ
グ
ス
プ
す
1
V
の
ポ
1
1
N
寺
院
の
副
牧
師
と
な
り
、
登
精
力
を
放
置
の
仕
事
に
さ
さ
げ
た
。
し
か

る
に
、
一
八
六
O
年
以
後
、
い
わ
ゆ
る
「
オ
ッ
グ
ス
フ
ォ

1
F
運
扇
」
に
罰
す
る
同
情
を
う
し
な
い
、
僧
職
を
す
て
る
乙
之
を
決
意
し
、
一
八
七
O
年

こ
れ
か
ら
離
れ
た
。
彼
は
元
来
、
古
典
お
よ
び
哲
阜
の
研
究
家
だ
っ
た
の
で
、
僧
職
に
あ
る
闘
も
.
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
阜
の
紹
介
』

F
E俗語。

z
q
H
b
a
-
-
o
m
E
E由
Hna
〉

E
至
。

(EUC)、
な
ら
び
に
『
ニ
コ
マ
ヨ
ス
倫
理
母
』

E

E
宣
言
。
ご
r
z
E
E
P
E
E
F
E
(同
盟
問
)

を
出
臨
し
て
い
る
。

経
済
事
に
闘
し
て
は
、
彼
は
E
チ
ャ

1
F
・
コ
ブ
デ
ン
出
-
n
F
P
己
の
C
『円目。ロ(同∞

E
t
-
2
3
の
影
響
を
う
砕
い
、
早
く
か
ら
限
さ
え
あ

れ
ば
、
そ
の
大
部
分
を
政
治
経
済
皐
の
研
究
に
さ
さ
げ
、
一
八
王
九
年
、
キ

γ
グ
ズ
・
カ
レ
ッ
ヂ
の
統
計
お
よ
び
経
済
科
撃
の
教
授
に

選
ば
れ
た
。
一
八
六

O
年
に
有
名
た
司
イ
ギ
リ
ス

r
bけ
る
農
業
と
債
格
の
歴
史
』

kr
同
協

E
q
a
k
F岡

崎
町

E
F
H
H
O
E白
p
d
g
m
E

開ロ

mrgι
の
研
究
士
出
じ
め
、
一
八
六
六
年
に
そ
の
第
一
、
第
三
容
を
出
版
し
わ
o

彼
の
名
撃
は
大
部
分
こ
の
著
書
に
よ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
一
八
六
二
年
、
オ
ッ
ク
ス
フ
宕

l
F
大
事
の
政
治
経
済
事
の
教
授
に
選
ば
れ
、
モ
白
職
責
を
熱
心
に
回
附
し
た
が
、
任
期
満
了

D

一
八
六
七
年
、
彼
の
進
歩
的
政
治
相
剛
お
よ
び
念
準
的
た
政
治
演
説
家
と
し
て
の
活
動
が
、
大
塵
評
議
舎
の
保
守
的
メ
ン
バ
ー
の
感
情

を
害
し
、
割
立
候
補
者
て
あ
る
ポ
ナ
ミ
イ
・
プ
ラ
イ
ス
出
。

E
E『
司
E
2
0
g
J
Tム
∞
∞
∞
)
に
そ
の
職
を
譲

b
ざ
る
を
え
在
か
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
彼
は
こ
の
よ
う
陀
大
塵
側
か
ら
担
否
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
政
治
経
済
撃
の
研
努
主
つ
づ
け
、

一
八
六
八
年

に
は
、

「
政
治
経
済
塵
入
門
」

P
冨
sdLH
え
可
。
]
E。
ι開
E
S
E『
を
、

一
八
六
九
年
に
は
、

『
ス
ミ
ス
園
官
論
』

krロ
回
虫
吉
ロ

。
門
〉
含
E
m
E
R
F
J
巧
E
H
P
え

zpc。
富
士
出
版
し
亡
い
る
。

役
は
こ
の
よ
う
に
鰹
済
開
閉
の
肝
究
を
つ
づ
け
た
と
は
い
え
、
や
は
り
そ
れ
以
後
は
、
伎
の
全
精
力
の
大
部
分
は
嘗
時
の
政
治
に
さ
さ
げ
ら
れ
る
よ
う

に
な
ヮ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
コ
プ
デ
V
J

と
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
と
の
間
柄
は
、
ロ
ヂ
ャ
1
ズ
を
L
て
皐
に
溜
済
摩
町
み
で
な
く
、
政
治
に
到
す
る
関
心
を
も
大
い



に
高
b
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
年
令
が
相
官
へ
だ
た
フ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
親
密
な
交
友
関
係
を
つ
づ
け
、
ロ
ジ
ャ
1
ズ
は
熱
心
に

z

プ
デ
ゾ
の
政
治
観
、
同
腔
演
抽
酬
を
採
用
し
た
。
そ
の
後
、
強
多
の
極
践
が
彼
に
コ
プ
デ
シ
の
見
解
の
い
く
つ
か
を
再
岩
さ
せ
た
が
、
依
然
彼
は
生
涯
を
遁

じ
て
コ
ブ
デ
V
J

の
指
準
原
躍
を
固
守
じ
、
一
八
七
一
二
年
、
伎
の
出
版
せ
る
『
コ
プ
デ
ヅ
と
現
代
の
政
治
見
解
』

E
E
E
B門
戸
宮
島
内
日

F
E
B
-
-
τ

且
自
に
お
い
て
、
ヨ
プ
デ
シ
の
政
治
的
見
解
を
全
面
的
に
擁
護
し
た
。

4

ア
の
影
響
(
後
趨
)
を
も
深
く
う
け
て
い
た
の
で
、
マ

y
チ
ェ
ス
タ
1
摩
源
狙
得
の
教
義
に
闘
す
る
限
り
で
は
、
彼
を
こ
の
況
に
編
入
し
て
差
支
え

ロ
ジ
ャ
l
f
は
ま
た
、
こ
れ
と
あ
わ
せ
て
ヨ
プ
デ
Y
の
親
友
で
あ
る
パ
ス
テ

な
か
ろ
う
。
さ
ら
に
彼
は
コ
プ
デ

y
を
通
じ
て
ヂ
ョ

ν
・
プ
ラ
イ
ト

7
E
p
f
z
(冨
口

tH∞
窃
)
と
相
知
る
よ
う
に
な
り
、
彼
ら
は
コ
プ
デ

ν
の

死
後
、
ョ
プ
デ

y
・
ク
ラ
プ
を
結
成
し
、
そ
の
積
極
的
メ
V
パ
ー
と
な
ヲ
た
。
ま
た
、
ロ
ず
ャ
1
ズ
は
プ
ラ
イ
ト
と
協
力
し
て
、
一
八
七

O
年、

プ
デ
シ
演
説
集
』
田
町
田
匹
目

S
F
n
E早
口
。
E
E
冨
・
可
を
、
さ
ら
に
一
八
六
八
年
お
よ
び
一
八
七
九
年
に
は
、
『
プ
ラ
イ
ト
演
読
集
』
印
有
2
v
o
m

S
F
o
E
国
自
冨
吉
岡
岡
山
間
E
冒

i

司
を
編
集
し
た
ω

こ
の
よ
う
な
影
響
の
も
と
に
、
ロ
ジ
ャ
1
ズ
比
政
治
運
動
に
身
主
投
じ
、
一
八
六

O
年
よ
り

一
八
八

O
年
ま
で
の
問
、
彼
み
ず
か
ら
政
治
演
読
家
と
し
て
活
躍
L
、
そ
の
有
能
さ
が
謹
関
さ
れ
た
。
た
‘
と
え
ば
、
彼
は
ナ
メ
リ
カ
甫
北
敵
手
の
問
、

プ
ラ
イ
ト
な
ど
と
と
も
に
北
軍
を
斑
謹
L
、
ま
た
印
度
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
に
お
け
る
総
督
エ
イ
レ
の
行
痛
を
痛
烈
に
非
難
し
た
。
さ
ら
に
初
等
教
育
に
闘

す
る
論
与
に
お
い
て
は
、
「
闘
民
教
室
迫
盟
」
同

d
o
E
E巴
E
E
s
p
『
者
。
の
蓮
歩
的
な
人
び
と
と
行
動
を
〉
」
も
に
し
、
ま
た
「
協
同
更
正
直

『

コ

動
」
に
は
常
に
好
意
を
寄
せ
、
一
八
七
五
年
、
ロ
シ
ド
シ
に
お
け
る
第
七
回
協
同
組
合
運
動
の
大
曾
に
お
い
て
、
そ
の
司
曾
者
を
つ
と
め
た
。

こ
の
よ
う
な
政
治
活
動
が
、
ロ
ジ
ャ

1
f
に
議
員
と
し
て
?
遁
格
を
え
さ
せ
、
彼
は
一
八
八

O
年
か
ら
一
八
八
六
年
ま
で
の
問
、
自
由
業
議
員
に
濯

ぼ
れ
た
。
し
か
し
、
議
員
に
な
る
ま
で
の
華
か
た
政
治
活
割
に
比
L
、
議
員
期
間
中
は
、
あ
ま
り
下
院
の
討
議
に
参
加
し
な
か
っ
た
が
、
一
八
八
六
年

=
一
月
十
目
、
地
方
況
は
士
地
所
有
者
と
借
地
人
と
の
聞
に
分
割
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忠
告
す
る
決
議
案
を
提
出
L
、
こ
れ
を
遇
温
せ
し

め
た
。

L
か
し
な
が
ら
、
彼
は

rラ
ァ
ド
ス
ト
V
の
ア
イ
ル
ラ
シ
ド
地
方
自
治
政
策
に
共
鳴
し
た
た
め
、
同
年
七
月
の
総
選
翠
に
お
い
て
落
選
L
、
彼

の
政
治
生
活
は
こ
こ
に
お
わ
り
を
つ
げ
た
ロ

ツ
ロ
ル
ド
・
ロ
ジ
ャ

1
t
に
つ
い
て
の
一
研
究

第
七
十
六
容

テL

第
六
披

四
七
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ニ

第
六
斑

四
J、

己
れ
以
来
、
彼
は
ふ
た
た
び
研
究
生
活
に
返
る
白
て
あ
る
が
、
議
員
生
活
中
に
お
い
て
も
、
ベ
イ
ス
ウ
ォ

1
グ
ー
に
あ
る
予
備
校
て

歴
史
の
講
義
士
し
た
む
、
一
八
八
三
年
以
後
は
、
ウ
ス
グ
l
・
カ
レ
ァ
ヂ
の
政
治
経
済
皐
の
講
師
を
し
て
W
た
が
二
八
八
八
年
、
彼
の

以
前
の
敵
樹
者
て
あ
る
ポ
ナ
ミ
イ
・
プ
ラ
イ
ス
の
死
と
と
も
に
、
ふ
た
た
び
庁
ァ
ク
ス

7
z
l
F
大
事
の
政
治
経
済
事
D
教
授
に
返
り

峡
h
た
。
こ
の
年
に
、
彼
の
そ
れ
ま
で
白
金
持
作
を
仕
上
げ
る
も
白
と
み
な
さ
れ
る
最
後
の
著
作
『
歴
史
の
経
済
的
解
樫
』
叶
広
明
h
?

EEHの
門
口

"
S
E
E
S
C町
田
品
。
司
が
出
版
さ
れ
、
そ
の
後
ま
も
な
く
、
一
八
九

O
年
十
月
十
二
日
に
死
亡
し
た
。

以
上
簡
単
に
ロ
ず
ャ

l
ズ
の
生
涯
治
主
び
著
作
に
ふ
れ
た
が
、
な
治
参
考
む
た
め
に
、
本
稿
の
沿
わ
P
K
F
ジ
ゃ

1
1
の
著
作
目
録

を
附
し
℃
お
こ
う
。

設
(1) 

ロ
ジ
ャ
1
ズ
の
兄
、
ジ
ョ
ン
・
プ
ラ
イ
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
が
、
一
八
ニ
七
年
ヨ
プ
デ
シ
の
悼
エ
マ
と
結
婚
し
て
い
た
闘
係
よ
、

-
v
h
Y
1
ズ
U
存

在
は
、
た
え
ず
ヨ
プ
デ
ン
の
詰
意
を
惹
い
て
い
た
。

と
の
著
作
は
そ
の
後
、
第
三
番
か
ら
第
凡
巻
ま
で
出
版
さ
れ
た
非
常
に
越
大
々
も
の
で
、
後
世
の
史
家
か
ら
種
々
批
列
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
自

圭
著
作
中
、
生
涯
在
か
け
た
忍
耐
強
い
探
究
の
記
念
碑
で
あ
る
る
い
わ
れ
て
い
る
。

(2) 

官
ダ
ャ

1
ズ
の
経
済
思
畑
出

さ
て
、
彼

ω経
済
思
想
を
述
べ
る
段
階
に
立
ち
い
た
コ
た
が
、
彼
の
功
績
は
主
と
し

τ経
済
史
研
究
に
あ
ヲ
た
白
て
、

一
貫
し
た
理

論
瞳
系
主
残
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
彼
自
経
済
史
祈
究
白
中
に
モ
れ
が
散
見
さ
れ
る
だ
け
て
あ
る
。
し
た
が
ヮ

τ、
以
下
の
叙
述

も
は
な
は
だ
断
片
的
な
b
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
己
と
在
、
予
め
断
わ
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

筏
の
経
済
思
想
は
主
と
し
て
『
イ
ギ
H
ス
に
お
け
る
農
業
と
債
格
の
歴
史
』
第
一
、
第
二
審
(
一
八
六
六
年
)
、
『
経
済
事
入
門
』
(
一
八



六
八
年
)
、
お
よ
び
『
歴
史
白
経
済
的
解
樺
』
(
一
八
八
八
年
)
の
一
一
一
つ
の
著
作
の
申
に
特
徴
的
に
見
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
中
、
前
の
一
一
者

は
比
較
的
、
彼
白
前
期
の
思
想
十
表
明
し
、
後
者
は
後
期
心
そ
れ
を
表
明
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
私
は
便
宜
上
、
こ
れ

b
の
二
つ

の
時
期
に
介
け
て
紋
遮
し
主
う
。

A 

前

期

の

見

解

一
八
六
六
年
『
イ
ギ
日
ス
に
お
け
る
農
業
と
債
格
の
歴
史
」
の
最
初
の
ご
巻
が
出
版
さ
れ
て
以
来
、

ロ
子
ャ
ズ
は
イ
ギ
リ
ス
の
経

済
事
者
の
間
て
ユ
-
一

1
グ
荘
地
併
を
占
め
る
よ
う
に
た
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
営
時
の
問
題
に
闘
す
る
彼
開
身
の
見
解
を
は
じ
め
て
過

長
の
屡
史
知
識
に
基
礎
づ
け
た
と
い
う
こ
土
、
お
よ
び
伎
の
集
め
た
事
寅
か
ら
引
き
だ
さ
れ
た
結
論
そ
の
も
の
は
批
判
を
う
け
干
す
い

が
、
彼
の
集
め
た
事
宜
は
多
量
白
債
値
あ
る
資
料
を
提
供
し
た
と
W
丹
と
と
、
吉

b
に
、
彼
こ
そ
イ
ギ
リ
ス
初
期
経
済
支
に
つ
M
V

て
の

第
一
人
者
て
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
一
般
に
認
め
ら
れ
る
上
う
に
た
っ
た
か
ら
で
あ
か
コ

ロ
ジ
ャ
ズ
が
こ
の
歴
史
部
門

l
特
に
経
済
史
の
研
究
に
向
り
た
の
は
、
な
ん
ら
経
済
閣
官
研
究
の
方
法
論
上
の

問
題
に
よ
っ
て
で
は
な
く
て
、
攻
F
K
明
b
か
な
工
う
に
、
全
く
偶
然
的
反
動
機
か
ら
J
し
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
一
、

一
八
六

O
年
の
〈
閤
際
統
計
官
議
v
-
E
6
F
A
2
E
g
g
-
E
E
E
E
-
g
a
E
m
(七
月
十
一
日
よ
り
六
日
間
、
ロ
シ
ド
シ
に
お
い
て
開

か
れ
た
筆
者
註
)
の
曾
合
に
お
い
て
、
苦
か
ら
の
償
措
自
の
お
耳
〈
uE自
の
研
究
の
軍
要
性
、
お
よ
び
勢
働
債
格
と
食
糧
債
格
の
聞
に
決
せ
ら
れ

「
私
は
、

う
る
比
率
に
関
L
て
な
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
晴
示
の
た
め
に
、
は
じ
め
て
こ
の
歴
史
部
門
を
取
り
あ
げ
て
み
る
気
に
な
ヲ
た
。
そ
の
後
、
オ
ッ
グ
ス
フ

す

1
ド
ヘ
踊
ヮ
た
時
、
私
は
長
い
休
暇
を
家
で
温
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
、
ポ
ド
レ
イ
ア
ン
固
書
館
で
き
が
し
求
泊
、
十
回
世
相
叫
は
少
し
ば
か
り
、

十
六
世
紀
は
多
く
の
謹
櫨

2
E自
白
を
援
見
し
た
。
最
初
、
私
の
探
究
を
L
l

六
世
紀
に
生
じ
た
債
格
の
鑓
遷
に
限
定
す
る
の
が
拡
の
育
園
で
あ
っ
た
@

そ
れ
で
、
そ
れ
ら
の
知
識
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
諸
積
の
カ
レ
ッ
ヂ
の
曾
計
帳
簿
か
ら
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
k
考
え
た
の
で
、
ま
ず
は
じ
め
に
、

ツ
ロ
ル
ド
・
ロ
ジ
ャ
1

ズ
に
つ
い
て
の
一
研
究

第
七
十
六
巻

ブL

第
六
世

四
九
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ロ
ル
ド
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
に
う
い
て
の
一
研
究

第
七
十
六
巻

ft. 
四

第
」凶i

/、

競

五
O 

オ
ー
ル
・
ソ
ウ
ル
ズ
・
ヵ
レ
ヅ
ヂ
の
食
訂
慢
揮
を
調
査
し
た
。
つ
づ
い
て
私
は
マ
1
ト
シ
に
あ
る
記
銭
室
を
調
べ
る
許
可
を
得
、
そ
こ
で
極
め
て
債
値

あ
る
多
く
の
文
書
を
護
見
し
た
。
そ
れ
が
た
め
、
私
は
で
き
る
だ
け
平
く
こ
の
研
究
に
着
手
L
、
ロ

y
ド
V
の
会
記
録
保
存
所
の
記
銭
を
利
用
し
よ
う

と
決
心
し
た
。
私
は
こ
の
よ
う
に
し
て
偶
然
に
、
古
物
貯
究
家

E
占

EH旨
に
な
ヲ
た
の
で
あ
る
」
主
(
筆
者
傍
軸
)

と
も
か
く
、
経
済
曲
学
者
と
し
て
の
ロ
ジ
ャ

l
r
は
、
モ
白
首
時
金
く
完
全
な
解
間
期
り
古
典
皐
訳
経
済
事
者
で
あ
っ
た
。
穀
物
法
慶

止
白
年
(
一
入
阻
六
年
)
に
塵
位
出
砕
を
と
り
、
ヨ
ブ
デ
Y
と
の
交
友
を
柴
し
み
、
さ
ら
に

I
・
5
・
ミ
ル
の
影
響
が
最
高
に
達
し
て

い
た
時
期
、
す
な
わ
ち
一
八
六

O
年
に
、
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
農
業
と
債
格
の
歴
史
』
の
研
究
を
は
じ
め
た
彼
に
封
し
て
は
、
わ
れ

わ
れ
は
そ
う
名
づ
け
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
は
昔
時
白
一
般
的
歴
史
観
、
す
た
わ
ち
、
歴
史
を
ば
経
済
理
論
の

謙
虚
な
女
中
と
み
な
し
た
り
、
ま
た
歴
史
の
助
け
を
か

p
る
こ
と
た
し
に
到
達
さ
れ
た
法
則
D
卑
た
る
例
設
を
供
給
し
た
り
、
ま
た
、

そ
の
法
則
を
も
確
か
め
た
り
す
る
も
の
だ
と
の
歴
史
観
を
有
し
て
い
た
。
だ
か

b
、
税
は
被
白
調
べ
た
事
賞
が
古
典
準
汲
白
い
わ
ゆ

る
「
金
百
」
冒
苦
言
問
を
確
か
め
た
い
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
疑
惑
を
全
然
も
た
ず
、
む
し
ろ
、
中
世
紀
己
モ
古
典
準
採
白
た

て
た
経
掛
法
則
の
作
用
が
も
ワ
と
も
明
瞭
に
跡
づ
け

b
れ
る
時
代
で
あ
る
と
考
え
て
い
か
。

ロ
ジ

hy--の
こ
の
時
期
に
治
け
る
こ
の

b
境
は
、
賃
銀
U
歴
史
の
取
扱
い
方
に
よ
ヮ
て
、
十
分
例
詮
さ
れ
る
。
ま
ず
最
初
に
彼

は
、
報
酬
は
雇
用
の
た
め
に
競
争
す
る
人
数
と
、
己
の
よ
う
な
競
争
者
間
に
分
割
さ
れ
う
る
賃
銀
総
額
と
の
閥
係
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
賃
銀
基
金
読
を
営
然
の
と
と
と
し
て
漣
べ
、
さ
ら
に
、

「
わ
れ
わ
れ
は
演
縛
的
理
性
に
よ
フ
て
、
明
瞭
に
hv
く

つ
か
の
確
買
な
結
論
、
な
か
て
も
と
く
に
、
労
働
債
格
と
食
糧
債
格
は
幾
分
、
そ
し
て
大
規
模
に
相
封
的
て
あ
る
と
い
う
、
す
た
わ
ち
、

食
糧
債
格
の
高
い
と
こ
ろ
で
は
勢
働
債
格
も
ま
た
高
い
と
い
う
結
論
主
、
予
期
し
て
恥
ず
か
ね
ば
友
b
た
へ
」

(
彼
は
と
己
て
リ
カ

l
F

ゥ
白
理
論
を
全
面
的
に
う
け
い
れ
て
い
る
)
と
述
べ
、
彼
の
集
め
た
歴
史
事
買
て
も
ヮ

τ己
れ
ら
白
仮
設
写
唱
。
P
E
E
を
例
詮
し
、



己
れ
ら
り
仮
設
が
い
か
に
確
詮
さ
れ
る
か
を
、
一
示
そ
う
と
し
た
o

さ
b
に、

「
歴
史
は
念
進
的
経
済
筆
者
(
リ
カ

l
F
ゥ
汲
経
済
事
者

を
指
す

l
筆
者
註

i
)
白
教
義
を
例
詮
し
た
よ
う
に
、
ま
た
そ
れ
は
同
様
に
、
彼
b
の
レ
ッ
セ
・

7

z

l
ル
白
幅
音
。
。
ω
市
立
を
も
確

か
め
た
」
と
い
う
言
も
注
目
に
値
し
よ
う
。「

政
治
経
済
曲
学
入
門
』
が
現
れ
た
。
己
の
著
書
に
ゐ
い
て
は
じ
め
て
、
自
己
主
他
の
古
典
準
沃

経
済
事
者
と
分
離
さ
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
白
見
解
の
相
違
が
い
ず
れ
に
あ
る
か
は
後
述
す
る
己
と
と

そ
れ
か

b
二
年
後
一
八
六
八
年
に
、

し

τ、
ま
ず
、

ζ

白
著
作
に
つ
い
℃
注
志
さ
れ
ね
ば
な

b
左
い
重
蚕
な
こ
と
は
、

匹、
V

ャ
l
r
が
す
べ
て
の
古
典
閥
字
決
士
否
認
し
た
に

「
こ
れ
ら
白
賀
行
(
賃
銀
乞
高
め
主
う
と

も
か
か
わ
ら
ず
、
干
は
り
著
し
h
ま
で
に
古
典
準
汲
的
て
あ
フ
た
、
と
い
い
う
己
と
で
あ
る
。

ナ
る
勢
働
者
の
結
合
)
ば
経
済
法
則
の
干
渉
て
あ
か
L

と
の
べ
て
い
る
己
と
は
、
こ
の
こ
と
の
詮
懐
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
さ

ら
に
ま
た
、
は
げ
し
い
個
人
主
義
が
あ
b
ゆ
る
章
に
明
白
に
見
出
さ
れ
る
o

た
と
え
ば
、
賃
銀
に
閥
し

τ
h
え
ば
、
被
は
依
然
賃
銀
廿
基

金
訟
を
放
棄
せ
ず
、
む
し
ろ
、
賃
銀
基
金
訟
が
一
屠
の
委
営
性
主
も
っ
て
現
れ
る
賃
銀
に
封
し
て
持
働
組
合
は
た
ん
の
影
響
を
も
お
よ

ぼ
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
詮
明
し
よ
う
と
す
る
議
論
主
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
己
に
登
見
す
る
。
す
な
わ
ち
回
く
、

「
勢
働
組
合
と
は
、
務
働
者
階
級
の
一

O
戸

1

セ
ン
ト
が
時
間
り
の
九
0
.
ρ
t
セ
ν
ト
の
労
働
者
か
ら
奪
わ
ん
が
た
め
に
結
合
す
る
組
織
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
、
警
句
風
に
い
わ
れ
て
き
た
。
勢
働
者
側
に
お
け
る
い
か
な
る
行
僑
も
、
そ
の
閣
の
費
本
額
を
増
大
し
え
た
い
。
そ
れ
が
た
め
、
務
働
組
合

が
こ
の
基
金
の
よ
り
大
き
な
分
け
前
官
強
奪
す
る
こ
と
に
成
功
す
れ
ば
、
そ
れ
は
組
合
に
ス
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
ま
た
は
入
る
こ
と
を
歓
し
な
い
勢

働
者
に
よ
り
少
な
い
賃
銀
を
践
す
こ
と
に
よ
ヲ
て
の
み
可
能
な
の
で
あ
る
」

h
o

そ
し
て
彼
は
、
第
働
者
が
自
分
た
ち
の
運
命
士
改
善
す
る
唯
一
の
道
は
、
め
い
め
い
が
自
己
白
勢
働
を
よ
り
良
さ
市
場
へ
移
し
う
る
た

め
に
、
て
き
る
だ
け
多
く
の
金
主
貯
蓄
す
べ
き
で
あ
る
と
、
信
じ
て
い
た
。
さ
ら
に
保
護
貿
易
に
闘
す
る
章
て
は
、
祉
舎
は
ぜ
き
る
限

ソ
ロ
ル
ド
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
に
つ
い
て
の
一
研
究

第
七
十
六
巻

三
丸
五

第
六
按

五



ソ
ロ
ル

r
・
ロ
グ
ャ
1

ズ
に
つ
い
て
の
一
研
究

第
セ
十
六
巻
三
九
六

り
白
大
き
な
自
由
が
個
人
の
意
志
に
奥
え
ら
れ
ん
が
た
め
に
存
在
し
て
い
る
と
断
言
九
、
課
税
に
閥
ず
る
章
て
は
、
彼
は
税
金
を
ば
単

純
に
、
努
働
分
業
の
結
呆
、
政
府
が
個
人
の
た
め
に
一
暦
都
合
よ
く
果
し
う
る
十
ず
ィ
ス
に
封
し
て
支
梯
わ
れ
る
個
人
の
側
て
白
負

捨
て
あ
る
と
、
み
な
し
て
い
た
。

第
六
現

五

し
か
し
な
が
ら
、
己
れ
と
併
行
し
て
、
ロ
、
V

ャ
i
r
が
パ
ス
テ
f

ア
白
教
義
に
深
く
印
象
づ
け
b
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
自
己
の
経
済
繁
観
主
義
主
パ
ス
テ
ィ

7
よ
り
も
透
か
に
強
調
し
て
い
る
聞
に
、
営
時
支
配
的
で
あ
っ
た
古
典

準
汲
の
教
義
と
自
己
と
心
不
一
致
を
か
な
り
明
ら
か
に
し

τい
る
。

3

プ
デ

γ
の
あ
る
弟
子
が
、
パ
ス
テ
ィ
ア
を
7
ラ
V
ス
民
治
け
る

偉
大
な
経
済
事
者
で
あ
る
と
い
っ
た
り
、
ま
た
パ
ス
テ
ィ
ブ
白
『
経
済
的
調
和
」
出
向
日
。

E
g
o
s
E
B
5
5
0
を
美
餅
麗
何
の
讃
僻

て
も
っ
℃
紹
介
し
た
が
、
ロ
ジ
ャ

1
1
D
パ
ス
テ
T

7
に
封
ナ
る
偉
敬
也
、
そ
り
よ
う
な
言
葉
を
逸
か
に
越
え
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

パ
エ
テ
ィ

7
白
影
響
は
、

ロ
ジ
キ

1
1
白
金
思
想
を
色
づ
け
て
い
た
と
も
い
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、

ロ
ジ
ャ

l
ズ
は
パ
ス
テ
ィ

7
と
同

様
に
、
閏
由
貿
易
比
あ
る
意
味
て
は
雨
賞
事
者
に
と
っ
て
利
益
に
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
モ
れ
は
決
し
て
干
渉
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
、

と
い
う
こ
と
を
詮
明
す
る
た
め
に
用
い
た
「
サ

l
ず
イ
ス
」
と
い
う
陵
昧
な
言
葉
は
、
パ
ス
テ
ィ
ナ
よ
り
事
び
と
っ
て
い
た
の
で
あ
ふ
。

パ
ス
テ
ィ

7
は
、
み
ず
か

b
マ
ル
ザ
九
の
人
口
論
を
修
正
し
た
理
論
主
、
非
常
に
重
要
な
も
の
と
考
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
は

マ
ル
十
ス
の
法
則
「
人
口
は
生
存
手
段
を
越
え
て
増
大
す
る
傾
向
が
あ
る
」
白
代
り
に
、
「
人
口
は
生
存
手
段
の
高
さ
に
ま
で
増
大
オ

る
傾
向
が
あ
る
」
と
い
う
法
則
を
置
き
か
え
て
い
た
。
パ
ス
ア
ィ
ア
は
己
の
際
、
己
れ
を
「
人
間
白
完
成
の
偉
大
な
真
理
」
に
よ
っ
て

設
明
し
て
い
る
。
ロ
ジ
ャ
ズ
も
パ
ス
テ
ィ

7
と
同
様
に
、
食
糧
は
人
間
生
活
に
と
っ

τ先
立
つ
必
要
保
件
て
あ
る
か
ら
、
入
ロ
は
食

糧
よ
り
も
早
く
増
大
す
る
と
と
が
て
き
た
悼
と
述
べ
る
。
し
か
し
左
が
ら
、
ロ
ジ
ャ

1
1
は
こ
の
際
、
パ
ス
テ
ィ
?
?
も
フ
て
い
な
い
知

識
、
す
左
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
食
糧
の
増
大
が
、
賢
際
に
は
、
人
臼
の
増
大
宮
遁
い
越
し
て
hv
た
と
い
う
こ
と
を



彼
に
信
じ
さ
せ
る
イ
ギ
H
ス
農
業
史
の
知
識
を
、
も
っ
て
い
た
。
だ
か

b
、
と
の
確
信
は
疑
い
も
た
〈
、

工
り
引
き
出
し
た
印
象
の
助
け
と
も
た
り
、
そ
己
て
彼
は
、

』寸

人
口

は，j、
婆
(f) 

量
rD 
増
大
と
と
も
に
増
力団
ナ ロ
るn)ジ
L.. ヤ

と!
レ3 コだ

ろカJ
明ノミ
言ス
をテ
つイ

〈 ア

っ
た
の
で
あ
る
。

と
の
よ
う
に
、

ロ
チ
ャ

1
一
人
が
パ
ス
テ
ィ
ナ
の
影
響
を
う
け
亡
い
る
と
h
う
こ
と
は
、
彼
が
徐
々
に
古
典
事
択
か
ら
俗
流
閉
伊
沢
へ
の

移
行
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
女
に
彼
の
地
代
に
闘
す
る
見
解
に
ふ
れ
て
み
よ
う
。
彼
は
悼
わ
ゆ
る
リ
カ
l
ド
ゥ
の
地
代
論
に
対
少

「
入
門
』
に
お
い
て
彼
は
、
リ
カ
ド
ゥ
と
全
く
同
じ
方
法
て
地
代
の
定
義
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

し
も
反
封
し
な
か
っ
た
。
賢
際
、

し
か
し
な
が
ら
ロ
ジ
ャ

l
ズ
が
も
ヲ
と
も
反
潤
し
た
の
は
、
沃
度
の
異
な
っ
た
土
地
が
同
時
に
耕
作
さ
れ
る
工
う
に
た
っ
た
原
因
に
つ

い
て
な
さ
れ
た

p
カ
ー
ド
ゥ
の
説
明
に
封
し
て
で
あ
っ
た
。
す
た
わ
ち
、
リ
カ

i
ド
ゥ
が
考
え
た
と
の
原
因
と
は
、
人
口
の
増
大
ゼ
あ

、、

P
、
H
カ
I
下
ウ
心
地
代
論
は
一
位
曾
の
玉
常
在
護
喪
に
闘
す
る
理
論
の
ほ
ん
白
一
部
分
ゼ
あ
回
、
そ
の
祉
曾
稜
展
白
中
K
、
工

P
増
大

せ
る
人
口
、
上
り
高
い
地
代
、
よ
り
一
両
い
食
糧
、
よ
り
低
い
利
潤
ゑ
ど
が
、
必
然
的
な
連
闘
に
お
い
て
、
相
Z
の
結
呆
と
し
て
起
る
と

説
明
さ
れ
る
白
で
あ
る
が
、
ロ
ジ
ャ

l
ズ
は
ま
さ
に
、
己
の
主
張
に
謝
し
て
反
封
す
る
。
彼
に
し
た
が
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
治
け
る
劣

等
な
土
地
の
占
有
、
お
主
ぴ
相
首
期
間
耕
作
さ
れ
た
土
地
の
肥
沃
さ
が
増
大
す
る
原
因
は
、
農
業
技
術
の
登
達
に
も
i
t
づ
く
も
の
ぞ
あ

る
と
説
い
て
い
弘
。

以
上
、
一
初
期
に
属
す
る
ロ
ジ
ャ
1
1
D
見
解
に
つ
い
て
述
べ
て
を
た
が
、
『
農
業
と
債
格
の
歴
史
』
第
て
第
二
容
と
、

と
を
比
較
し
た
場
合
、
以
上
白
紋
油
て
明
b
か
た
よ
う
に
、
後
者
托
沿
い
て
相
営
矛
盾
し
た
見
解
を
含
み
た
が
ら
も
、
前
者
か
ら
白
明

『
入
門
』

瞭
た
相
違
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
、
前
者
に
沿
い
て
は
歴
史
話
よ
ぴ
統
計
白
研
究
へ
出
褒
し
友
が
ら
も
、
依
然
古
典
醐
半
減

の
域
主
股
せ
ず
、
歴
史
は
古
典
皐
派
の
原
理
を
賢
一
読
す
る
も
の
と
信
じ
て
い
た
が
、
後
者
に
お
い
て
歴
史
研
賓
の
進
む
に
し
た
が
回
、

ソ
ロ
ル
ド
・
ロ
ジ
ャ
1
ズ
に
つ
い
て
の
一
研
究

第
七
十
六
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第
六
艶
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ソ
ロ
ル
ド
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
に
つ
い
て
の
一
研
究

第
七
十
六
巻

一一ア九八

第
六
盤

五
回

歴
史
は
必
ず
L
も
そ
り
原
理
主
賢
詮
せ
ず
、
か
え
っ
て
異
在
っ
た
陣
結
を
う
む
も
の
だ
と
い
う
己
t
f

を
、
認
識
し
は
じ
め
て
い
る
。
し

か
し
己
白
営
時
ま
だ
伎
は
、
理
論

r封
ず
る
歴
史
白
優
位
を
強
調
し
て
は
い
左
か
っ
た
。
己
の
主
張
が
明
瞭
に
現
れ
て
く
る
の
は
、
や

は
り
矛
盾
し
た
形
に
お
h
て
で
は
あ
る
が
、
後
期
白
『
歴
史
白
経
済
的
解
四
時
』
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

設

ω
当
日
吉
岡
】

kpuE4・
4
出
・
吋

F
o
E仏
国
。
一

m
g
-
E
F
E
E
F
5
R
O
O
E骨
身
(
回
目
。
)
・
匂
∞
田
・

ω
問
。
四
R
F
国
M
m
Z
4
a
〉
肉
ロ

E
E品
目
色
早
呂
田
自
国
間
関
】

s
p
a
-
F
官
四
円
切
目
出
な
ぞ
と
の
丈
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
八
園
際
統
計

曾
議
〉
に
づ
い
で
簡
単
に
謹
べ
主
ラ
。
と
の
合
議
は
一
八
王
三
年
、

4

ル
ギ
ー
の
プ
ラ
ッ
セ
ル
で
聞
か
れ
て
上

P
九
回
を
敷
え
た
。
ロ
ン
ド
ン

で
の
官
議
は
、
そ
の
第
四
回
目
に
あ
た
る
。
は
じ
め
の
頃
位
、
と
の
官
議
は
中
立
的
立
場
b
z
k
p、
主
と
し
て
。
出

n
E
"宮
古

E
の
組
織
促

謹
を
闘

p
、
科
率
的
、
一
位
曾
的
問
題
は
全
面
的
に
排
除
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
た
が
ち
、
ロ

y
ド
ン
に
お
け
る
脅
議
を
契
樹
'
と
し
て
、
己
れ

b

の
問
睡
も
取
扱
わ
れ
る
土
う
に
な
賀
、
ゴ
ム
ベ
ル
ツ
白

o
E官
民
N

は
「
見
亡
の
法
則
」
に
闘
し
、
孟
ム

l

マ
ー
チ

Z
m
Z回
日
岳
は
「
債
格
と

賃
銀
」
陀
闘
す
る
報
告
在
、
布
乙
な
ヲ
て
い
る
。
苫
〉
b

同
と
の
際
、
曾
議
が
政
惜
家
、
経
済
事
者
、
博
渡
来
な
ど
に
、
努
働
者
円
安
寧
を
促
進
す

る
た
め
、
彼
ち
の
欺
態
、
財
源
な

b
び
に
要
求
な
ど
を
調
査
、
研
究
す
る
よ
う
に
勤
め
る
と
い
う
決
議
案
が
通
過
し
て
い
る
。
思
う
に
、
ロ
ジ

ャ
1
ズ
は
よ
記
の
一
一
ュ

1
マ
E
チ
の
報
告
お
よ
び
決
議
案
か
ら
大
き
な
刺
戟
を
う
け
た
の
で
は
な
か
ヲ
た
か
7

ω
回。四伶

F
ま
L
・
2
-
-
F
官
。
同
・
旬
開

ω
回。由
0
5
P
E・
司
同
日
目
・

同
刷
出
。
…
問
。

5
宮
自

E
丘
町
。

E
E』
刷
。
員
。
品
、
司
自
・

川
仰

H
p
b
問。
E
V
E
-
苫

c
p
C
0
・

的
問
。
四

2
・

E
P
町
旧
日
出

間
同
。
白
内
E
H
V出
町

町

田

ω
問
。
民
自

-
E
P
唱

す

ふ

Q
F
u
z
p
p
出
p
a
H
Q
E
F
培
-
H
O
U

耳

目
4

M
阿

ESFPHCts・
5

ω
p
o唱
3
。
一
喝
の
昨
4

司

『

ω・



同

州

同

州

晶

o
P
U
M
a
】勺・

5
c

同
開
回
。
問
。

a
L
E
P
司
回
目
叶

Q
H
E刊宮、
P
E
E
S出
冨
。
骨
自
司
ロ
】

E
E
-
-司
E
E
苫
-
E日・
L
か
L
こ
の
貼
に
つ
い
て
、
ア
ッ
シ
ェ

ν
1

は
次
の
よ
う
に
の
ベ
で
い
る
u

「
ロ
ジ

#
1
ズ
は
と
白
む
き
だ
L
の
主
虫
主
賃
設
し
た
も
ζ

は
恩
わ
れ
な
い
。
寅
際
、
ロ
ジ
ャ

T
ズ
が
D
カ
ー
ド

ゥ
白
一
づ
り
、
そ
し
て
十
凡
げ
な
原
間
在
、
、
他
の
一
つ
の
、
そ
し
て
十
分
な
原
因
に
置
き
か
え
た
乙
帽
ど
そ
れ
自
瞳
、
彼
が
非
歴
史
的
経
涛
畢
者

(
古
典
事
祇
総
評
事
岩
を
指
す
筆
者
註
1
1
)

か
b
う
け
ワ
い
だ
盟
純
な
結
論
を
好
む
と
い
う
こ
と
に
も
E
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

彼
は
少
な
く
と
も
イ
ギ
リ
ス
の
十
八
世
相
前
半
の
工
う
な
時
代
に
お
い
て
、
格
々
に
噌
大
す
る
人
口
お
よ
び
低
償
措
に
も
か
か
わ

b
f、
農
業

の
攻
善
に
も
と
づ
い
て
地
代
が
高
騰
し
た
と
い
う
ζ

と
を
信
ず
べ
き
理
肖
の
あ
る
と
・
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
と
で
も
L
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の

p
カ

ー
ド
ゥ
に
封
す
る
批
判
が
、

ηJ
カ
ー
ド
ゥ
の
き
ち
ん
と
し
て
軍
制
な
抽
象
的
理
論
の
破
壊
に
、
ま
た
地
代
忙
彫
師
替
を
お
よ
ほ
し
た
さ
玄
ず
ま
の

原
因
へ
の
正
賞
な
顧
慮
に
よ
ヲ
て

p
カ
T
ド
ゥ
の
理
論
を
と
刀
か
え
て
い
た
な
ら
ば
、
彼
は
紹
酔
畢
を
口
県
に
生
命
あ
る
も
の
『
も
ど
す
役
割
を

果
L
た
で
あ
ろ
う
」
え

(
h
g
E
9
4・
2
「
弔
・
自
F
自
ω
)

B 

後

期

の

見

解

一
八
八
八
年
に
出
版
さ
れ
た
『
歴
史
白
経
済
的
解
稗
」
は
、
彼
白
w

セ
れ
ま
て
の
杢
著
作
を
宮
と
め
あ
げ
た
も
の

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
綾
の
後
期
白
思
想
を
よ
〈
表
明
す
る
も
の
と
み
託
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
ま
ず
『
経
済
墜
入
門
』
と
く
ら
〈

た
場
合
に
、
人
を
印
象
づ
け
る
最
初
の
己
と
は
、
前
者
が
古
典
開
牢
派
に
謝
し
て
示
す
は
げ
し
い
反
針
の
態
度
ゼ
あ
る
。
彼
は
い
う
、

前
述
し
た
工
う
に
、

「
私
は
祉
曾
史
の
研
究
に
よ
ヲ
て
、
人
気
の
あ
る
経
済
麗
者
た
ち
(
古
典
準
祇
鯉
神
皐
者
を
指
す
筆
者
註

l
)
が
、
自
然
的
な
こ
と
で
あ
る
と
信

巳
て
い
る
こ
と
の
多
く
が
、
宜
は
非
常
に

λ
篤
的
な
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
が
法
則
と
稽
し
て
い
る
も
り
が
、
質
は
し
ば

L
ば
、
性
念
巨

L
て
思
慮
を
か

き
、
か
つ
不
正
確
な
簡
約
で
あ
り
、
ま
た
彼
ら
が
質
設
に
よ
ヮ
て
論
破
し
え
ら
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
も
の
が
、
多
く
は
貨
誼
に
よ
ヮ
て
虚
偽
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
、
設
見
し
は
巳
め
た

H
]

と。

伎
は
己
己
て
、
経
済
率
白
理
論
構
造
の
い
か
な
る
部
分
も
曲
型
化
す
る
と
い
う
こ
と
に
注
意
し
は
じ
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

つ
あ
る
髄

ツ
ロ
ル
ド
・
ロ
ジ
ャ

1
ズ
に
つ
い
て
の
一
研
究

第
七
十
六
程

一
ニ
丸
丸

第
六
競

主
五



第
六
蹴

系
告
〈
み
た
て
よ
う
と
す
る
場
合
に
、
経
済
塵
者
た
ち
は
、
そ
れ
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
瞳
系
を
破
壊
し
お
」
と
。

ソ
ロ
ル
ド
・
ロ
ジ
γ
1
1
に
つ
い
て
の
一
研
究

第
七
十
六
巻

四
0
0

豆
大

ま
た
ロ
ジ
ャ
1
1
は
、
古
典
由
字
紙
に
と
っ
て
の
重
要
な
理
論
、
た
と
え
ば
、
マ
ル
+
ス
の
人
口
論
ゐ
よ
び

p
カ
1
ド
ゥ
の
地
代
論
に

射
し
て
、
そ
れ
ら
は
「
言
葉
上
の
い
い
宰
い
」

z
m
c
E
s
a
と
い
よ
ノ
言
葉
て
非
難
し
、
さ
b
に

「
政
治
組
済
問
申
の
名
障
を
損
じ
た
も
の
に
二
つ
あ
る
。

で
み
ず
か
ら
を
窒
息
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。

一
勺
は
停
統
的
に
事
宣
を
顧
慮
し
た
い
ζ

と
、
も
う
一
つ
は
、
政
治
糎
済
摩
が
種
々
の
定
義

・
:
一
言
葉
の
徴
細
な
直
別
と
か
定
義
の
措
張
は
、
彼
ら
に
た
い
て
い
お
気
に
い
り
の
仕
事
で
あ
り
、
そ
れ

は
少
し
も
知
識
を
必
要
と
せ
ず
、
た
だ
鋭
く
て
十
分
な
の
で
あ
る
」

ロ
ジ
ャ

I
ズ
は
、
選
接
さ
れ
た
事
賓
の
み
が
遇

す
る
よ
う
も
叫
理
論
を
構
築
す
る
こ
と
で
は
な
〈
、
佐
倉
喜
賓
の
歴
史
を
調
査
、
説
明
す
る
こ
と
、
す
た
わ
ち
、
最
初
に
事
貫
を
え
て
モ

と
痛
烈
に
古
典
皐
波
の
事
賢
無
視
テ
非
難
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
た
事
情
の
も
と
に
、

し
て
そ
れ
ら
を
説
明
す
る
こ
と
を
、
彼
の
仕
事
と
す
る
己
と
に
決
心
し
て
い
る
。
モ
こ
で
波
は
い
号
、

治
経
済
皐
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
合
欺
態
白
解
陣

E
Z
G
H
O官
位
。
ロ
て
あ
る
」
と
。
こ
の
限
り
に
b
h
て
、
彼
の
見
解
は
歴
史
墜
祇
へ
大

「
正
し
く
位
置
づ
け
ら
れ
る
政

い
に
近
づ
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

経
済
理
論
に
闘
し
て
、
彼
は
賃
銀
論
だ
け
に
見
解
の
現
化
を
示
し
て
い
る
。
彼
は
か
つ
て
賃
銀
に
闘
し
て
念
準
的
な
ヨ
フ
デ
Y
主
義

の
考
え
方
に
走
っ
て
い
売
が
、
と
の
時
期
に
お
い
て
は
、
賃
銀
に
封
し
て
大
い
に
寛
大
さ
を
示
す
よ
う
に
左
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

彼
が
初
期
に
信
奉
し
て
い
た
賃
銀
基
金
訟
を
印
字
ば
真
理
主
屯
っ
た
も
の
、
い
た
、
誤
謬
と
吉
え
み
た
し
て
、
己
れ
を
担
否
し
て
い
る
。

伎
は
労
働
組
合
主

]
E昌
明
言
。
「
吋
司
自
己
司
円
。
の
合
法
的
に
登
展
じ
た
も
の
と
し
て
玉
営
化
ず
る
よ
う
に
な
り
、
勢
働
組
合
は
時
々
賃

銀
を
高
め
一
た
り
、
し
ば
し
ば
そ
の
下
落
を
防
い
だ
り
す
る
が
ゆ
え
に
、
役
立
つ
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
主
う
に
た
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

ロ
J
j

ャ
l
ズ
は
初
期
陀
止
血
し
て
か
た
り
古
典
塵
一
派
か
ら
扮
し
て
い
る
と
は
い
え
、
ま
だ
そ
の
残
存
物
が
多
4
見
b



「れ
もる
し 。

私た
:ò~と
事事え
働ば
者、

と己
資白
木書
家物
と り
の最
開初
係白
が部
在分
ん 4

-e t 
z EZ 
泊、 2

竺s
t、

筒，~
阜去
に。

越え
へ ]
る E:
た o
ら q

Icf に

翌Z
Eきが
夕、見
を 出
取

さ
扱れ
弓
場る

06> 

lヨモ
ドー 己
た

ご
え

佼
ず山
子且 !士
れ r

うて。

く
る
事
寅
を
例
詮
ナ
る
白
に
、
こ
白
こ
と
は
大
い
に
わ
れ
わ
れ
の
助
け
と
七
な
ろ
う
」
と
述
べ
、
た
い
て
い
の
古
典
準
祇
の
論
文
の
最
初

陀
必
ず
現
れ
る
よ
う
に
、
積
極
的
主
た
は
生
産
的
官
、
す
な
わ
ち
資
本
と
、
消
極
的
ま
作
は
不
生
産
的
宮
と
を
匝
別
す
る
。
そ
し
て
資

本
の
機
能
を
ば
持
働
の
纏
槙
的
雇
用
の
確
保
、
お
よ
び
、
で
き
る
限
り
債
格
と
利
潤
を
平
均
化
左
b
し
め
る
も
の

F
定
義
し
、
さ
ら
に

利
潤
を
ば
利
子
、
保
険
料
お
よ
び
監
督
賞
銀
に
分
解
し
て
い
る
。
と
れ
ら
は
古
典
閣
情
汲
の
理
論
を
そ
の
ま
ま
う
け
つ
い
だ
も
白
て
あ
ヮ

て
、
利
潤
に
闘
し
℃
も
、
そ
白
営
時
お
と
っ
た
議
論
に
全
然
注
意
を
梯
う
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
、
「
あ
ら
ゆ
る
経
済
塵
者
は
利
潤
の
か

か
る
特
有
の
分
解
に
杢
〈
一
致
し
て
い
る
」
と
さ
え
断
言
し
て
い
る
。

る
経
済
政
策
に
闘
し
て
彼
の
古
典
事
訳
ぶ
り
は
一
居
著
し
い
。
伎
は
反
穀
物
治
時
代
の
は
げ
し
さ
て
も
っ

τ保
護
貿
易
主
義
に
激
怒
す

「
あ
ら
ゆ
る
保
護
貿
易
主
義
は
、
誰
か
他
の
人
を
奪
う
と
と
を
意
味
す
る
」
と
い
っ
た
り
、
ま
た
若
い
農
業
の
場
舎
に
例
外
と
し

て
保
護
貿
易
を
認
め
た

1
・

s
・
ミ
ル
に
言
及
し
、

「
い
か
た
る
仕
事
に
お
い
て
も
、
自
由
た
出
入
口
?
な
い
己
と
は
、
人
間
の
天

性
に
封
す
る
無
知
、
お
上
び
事
買
に
針
す
る
無
知
を
よ
い
一
一
小
、
す
も
D
て
あ
か
」
と
八
公
言
し
、
自
由
貿
易
主
義
を
擁
護
し
て
い
る
。
さ
ら

に
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
に
閲
し
て
は
、
モ
れ
が
現
代
社
舎
の
害
悪
に
封
し
て
は
寓
能
薬
を
果
し
て
い
な
h
こ
と
は
認
め
る
け
れ
ど
も
、

モ
れ
は
過
去
の
政
府
の
あ
や
ま
っ
た
行
動
の
結
果
て
あ
り
、
イ
ギ
H
ス
議
舎
に
よ
る
、
モ
の
原
理
由
選
背
て
あ
る
と
信
じ
、
依
然
レ
ッ

セ
・
プ
ヰ

1
ル
を
支
持
し
て
い
る
D
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
伎
は
「
政
府
白
干
渉
好
き
な
お
せ
っ
か
h
」
に
反
射
す
る
。
た
と
え
ば
、

園
家
に
よ
る
鎖
道
心
買
牧
を
欲
し
た
い
。
な
ぱ
ぜ
た
ら
、
織
選
第
働
者
は
図
家
白
所
有
権
が
多
く
の
人
び
と
に
任
さ
れ
て
い
る
と
h
う
理

由
て
、
放
b
の
政
治
力
主
「
よ
り
短
い
持
働
時
間
」
と
「
工
り
多
h
支
拙
い
」
を
う
る
た
め
使
用
す
る
だ
ろ
う
か

b
で
あ
る

J
V

彼
は
八

ソ
ロ
ル

γ
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
に
つ
い
て
の
一
研
究

第
七
十
六
巻

四
O 

第
プて
欝

五
七



ソ
h

ド
ル
ド
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
に
づ
い
て
の
一
研
究

第
七
十
六
事

四
O 

集
式
競

E 
i¥ 

時
間
労
働
制
に
射
し
て
、
同
情
し
た
が
ら
も
、
そ
む
よ
う
た
改
革
は
園
家
の
働
者
」
に
よ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
勢
働
者
の
結
合
に
よ
っ
て

起
さ
る
べ
を
ゼ
あ
る
と
の
見
解
を
と

p
、
「
私
は
成
人
勢
働
者
の
た
め
臼
立
法
に
大
い
在
る
反
感
を
も
っ
」
「
私
は
政
府
の
機
能
を
ば

制
限
す
る
こ
と
を
よ
い
と
確
信
し
て
い
弘
」
と
述
べ

τ、
営
時
の
高
ま
り
ゆ
く
勢
働
運
動
の
波
に
一
歩
返
さ
な
が

b
も
、
や
は
り
極
端

た
自
由
主
義
、
個
人
主
義
を
表
明
し
て
い
る
。

以
上
て
明
b
か
な
よ
う
に
、
彼
は
後
期
に
お
い
て
古
典
皐
決
理
論
の
狭
間
性
の
認
識
か
ら
、
歴
史
陀
よ
る
寅
詮
D
主
観
の
方
向
へ
傾

き
た
が

b
も
、
や
は
り
政
策
面
に
お
い
て
は
げ
し
く
自
由
貿
易
主
義
、

レ
ッ
セ
・

7
ぷ

l
ル
を
擁
護
し
た
と
い
う
己
と
は
、
伎
が
ヨ
プ

デ

Y

の
徹
底
し
た
圏
際
平
和
主
義
に
よ
る
自
由
貿
易
主
義
原
理
の
影
響
を
う
け
、
し
か
も
T

Y
チ
z

ス
タ
ー
を
中
心
と
す
る
軽
工
業
者

の
代
輯
附
者
で
あ
っ
た
と
い
う
理
由
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
た
が
ら
、
己
白
首
時
、
ア
メ
リ
カ
、

F
イ
ケ
て
は
軽
工
業
か

b
重
工
業
へ
白
轄
換
、
モ
れ
を
促
進
す
る
と
こ
ろ
白
調
占
が
進
行
し
、
そ
の
後
展
は
イ
ギ

p
z
b
z凌
ぐ
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
イ
ギ

リ
ス
に
ゐ
い
て
も
同
様
白
轄
換
が
あ
と
な
わ
れ
は
じ
め
、
重
工
業
促
進
政
策
が
み
ら
れ
よ
う
と
し
た
。
ロ
ジ
ャ

1
1
も
か
か
る
一
世
曾
的

背
景
の
嬰
還
に
抗
し
え
な
か
っ
た
も
の
と
み
え
て
、
遂
に
彼
白
死
後
出
版
さ
れ
た
『
イ
ギ
リ
ス
に
ゐ
け
る
産
業
と
商
業
の
歴
史
』

.Haro

H

ロ
含
切
宜
包
告
白

P
E
E
R
E
M
L
出

E旨
可
。
片
岡
出
口
問
C
E
ι
(日
富
岡
)
に
ゐ
い
て
は
、
つ
も
は
や
競
争
白
恵
み
ゆ
た
か
伝
作
用
は
b
わ
b
t

つ
げ
た
。
モ
己
て
も
し
生
産
者
た
ち
が
生
存
士
つ
づ
け
て
h
こ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
図
家
の
奨
励
に
よ
っ
て
十
分
な
利
潤
が
え
ら
れ
る

よ
う
た
何
か
他
の
手
段
が
採
用
さ
れ
る
明
へ
き
ぜ
あ
か
」
と
述
ペ

τ、
イ
ギ

hp
ス
に
あ
h
v

て
も
、
誼
い
将
来
に
カ
ル
テ
ル
h
T
ト
ラ
ス
ト
が

組
織
さ
れ
る
己
と
に
、
期
待
を
寄
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
て
あ
ヮ
た
。

世

ω
同
品
。
由
、
担
。
。
E
E
O
岡田陣官官民民
g
回
。
岡
田
拐
件
。
ヲ
哩
邑
・
司
王

何
回
口
問

E
M
V
E
目
噌
戸



剛
山
岡
晶

m
R
M廿
出
・
咽

4MM-

ω
同
。
凹

O
F
F
-岱
司

-
P

問
問
。
問
。
F
ま
白
白
】
弔
-
g∞
1ω
可

川
仰
問
。
m
o
a
w
M
E
P
E
-
Z
1出

的
問
。
両
o
F
E
P
ヲ
日
目

刷
同
州
。
問
。
F
M
V
H
P
噌∞∞。

ω
問。問。
g
p
H許
可
回
品
。

川
阿
国
。
目
。
F
F
E
司
・
巴
回
'

凶
回
。
問
。
F
F
M
A
H
Y
E
M
-

同
国
。
一
唱
B
F
E・匂四回日・

倒
ぎ
問
。
F
F
O
H
E
E片

岡

E
E
b
p
E
5
R
E
E
E
o
q
o片岡口問】
B
P
唱
∞
ヰ
・

四

む

す

ぴ

以
上
て
ほ
ぼ
ロ
チ
ャ

1
1
の
経
済
思
想
の
大
要
を
述
べ
え
た
こ
と
と
思
う
。
経
済
撃
者
と
し
て
の
彼
白
立
場
を
は
っ
き
り
規
定
す
る

己
と
は
む
ず
か
し
い
。
伎
の
主
張
は
非
常
に
矛
盾
し
て
は
い
る
が
、
力
強
く
さ
問
。
E
臣
、
彼
白
一
結
論
は
非
常
に
一
方
的
で
は
あ
る
が
、

苦
心
の
形
跡
が
み
b
れ
る
仁
F
Z
E
E
り
て
、
彼
に
射
す
る
批
評
が
員
-
一
つ
に
引
き
離
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
白
も
営
然
ゼ
あ
ろ
%
。

し
か
し
な
が

b
、
彼
の
全
思
想
を
貫
く
も
の
は
、
あ
く
ま
で
も
ヨ
プ
デ
V
の
琉
れ
を
く
む
念
進
的
自
由
主
義
て
あ
り
、
後
期
に
お
い
て

プ
ロ
レ

F
F
7
l
ト
に
射
し
て
同
情
を
も
つ
に
h
た
っ
た
に
せ
よ
、
平
は
り
彼
は

γ
y
チ
ェ
ス
グ
ー
を
中
心
と
す
る
商
工
プ
ル
J
v
a
ア

。
ー
の
代
闘
問
者
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ツ
ロ
ル
ド
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
に
つ
い
て
の
一
研
究

第
七
十
六
巻

四
O
一ニ

第
六
銃

三五
プL



ソロ
λ

ド
・
ロ
ジ
ャ

1
1
に
つ
い
て
の
一
軒
先

第
七
十
六
巻

回

O
四

第
六
揖

ノ、
Q 

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
の
革
命
的
社
曾
主
義
者
た
ち
に
よ
っ
て
彼
の
名
が
呼
び
も
と
め
ら
れ
た
の
は
、
彼
の
歴
史
研
究

に
よ
る
結
論
、
h
d
よ
び
、
彼
が
そ
れ

b
を
表
現
す
る
揚
令
に
用
い
売
言
葉
臼
は
げ
し
古
に
工
る
も
の
と
恩
わ
れ
マ
向
。
モ
己
て
彼
の
歴
史

研
努
に
よ
る
結
論
に
つ
い

τ若
干
ふ
れ
よ
う
。
た
と
え
ば
、
ロ
J
j

ャ

1

1
は
二
ニ
八
一
年
の
農
民
一
擦
に
つ
い
て
い
う
、
そ
れ
は
二
ニ

四
九
年
白
黒
死
病
に
よ
る
人
口
減
少
の
結
呆
、
賃
銀
が
増
大
し
、
と
れ
を
機
縁
と
し
て
領
主
の
反
動
が
お
己
た
わ
れ
た
の
民
劃
し
て
、

一
時
間
が
異
の
成
功
に
治
わ
り
、
農
奴
制
は
慶
棄
吉
れ
も
に
い
た

農
民
が
自
衛
的
に
抵
抗
し
て
起
っ
た
も
白
て
あ
る
、
と
。
そ
の
結
果
、

っ
た
と
、
伎
は
結
論
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
と
の
一
挟
以
後
、
約
一
世
記
宇
に
わ
た
っ
て
小
作
人
お
よ
び
日
展
持
働
者
の
繁
柴
の
献
態

が
つ
づ
h
た
が
、
九

Y
H
l
八
世
、
エ

F
ワ
ー
ド
六
世
町
一
悪
質
の
蛮
行
に
よ
り
、
食
糧
債
格
の
騰
貴
は
賃
銀
の
騰
貴
を
は
る
か
に
ト
一
回

り
、
そ
れ
以
来
、
農
民
、
日
雇
勢
働
者
白
貧
困
、
殴
落
が
み
b
れ
た
。
モ
己
て
エ
リ
ず
ベ
ス
に
よ
る
通
貨
の
改
革
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、

モ
れ
は
貧
困
を
改
善
す
る
の
に
た
ん
の
役
に
も
た
た
た
か
っ
た
と
述
，
へ
、
農
民
の
貧
困
の
原
因
を
王
お
上
び
宮
廷
人
の
顎
奪
に
も
と
め

た
。
さ
ら
に
彼
は
十
八
世
紀
前
後
か
ら
起
っ
た
農
民
の
貧
困
、
害
悪
に
謝
し
て
も
、
イ
ギ
H
ス
製
造
工
業
の
性
格
の

E
大
社
境
佑
に
も

と
め
ず
、
や
は
り
、
あ
白
古
川
円
救
貧
法
、
王
心
強
奪
お
よ
び
土
地
所
有
者
の
食
欲
だ
け
忙
モ
白
原
因
を
も
と
め

h
。
こ
の
よ
う
に

Ed

十

1

1
は
、
あ

b
ゆ
る
祉
曾
矛
盾
白
原
因
を
上
部
構
造
(
主
と
し
て
園
玉
、
地
主
お
よ
ぴ
法
律
)
か
ら
農
民
、
日
雇
労
働
者
に
射
す
る

塵
制
に
も
と
め
、
か
か
る
上
部
構
造
に
封
す
る
激
し
い
憎
悪
が
、
伎
の
歴
史
研
究
に
よ
る
結
論
の
基
調
を
な
L
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

か
か
る
把
握
が
十
分
な
も
の
て
な
h
に
せ
よ
、
農
民
、
日
雇
勢
働
者
の
立
場
か
ら
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
農
業
と
債
格
白
歴
史
』
を
と

り
あ
げ
、
彼
ら
の
反
抗
お
主
ぴ
革
命
性
を
認
め
て
い
た
鮎
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
社
合
主
義
者
の
ふ
ノ
け
い
れ
る
と
こ
ろ
と
た
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

次
に
私
ぽ
彼
の
経
済
思
想
に
現
れ
た
矛
盾
に
つ
い
て
脅
察
し
よ
う
。
彼
は
古
典
撃
波
D
影
響
の
も
と
に
あ
り
た
が
ら
も
、
比
較
的
初



期
白
時
代
に
歴
史
研
究
を
は
じ
め
た
。
そ
の
際
、

一
般
の
歴
史
撃
波
経
済
事
者
の
ご
と
く
、
経
済
串
研
究
の
+
刀
法
論
か

b
出
愛
せ
ず
、

彼
に
い
ド
わ
し
む
れ
ば
、
全
く
「
偶
然
的
」
な
動
機
か

b
で
あ
っ
て
、
し
か
も
、
歴
史
ぜ
も
っ
て
古
典
準
訳
の
理
論
を
例
詮
し
、
歴
史
に

封
す
る
理
論
の
優
位
を
詮
明
L
上
う
と
し
た
。
し
か
し
た
が

b
、
歴
史
研
究
の
進
む
に
し
た
が
い
、
多
く
の
資
料
が
護
見
さ
れ
、
ま
た

十
九
世
紀
後
半
に
イ
ギ
リ
ス
の
資
本
主
義
が
成
熟
す
る
に
つ
れ
て
、
種
々
の
枇
曾
矛
盾
の
現
れ

τく
る
と
い
う
遁
程
に
沿
い

τ、
古
典

聞
学
択
の
理
論
、
こ
と
に
リ
カ

l
F
ゥ
白
抽
象
的
演
緯
法
に
よ
る
経
済
理
論
の
普
遍
受
賞
性
を
ば
、
否
定
し
は
じ
め
た
。
も
ち
ろ
ん
、
彼

が
リ
カ
i
F
ゥ
の
方
法
の
一
面
性
な
ら
び
に
歴
史
無
関
、
そ
れ
に
し
た
が
う
選
揮
さ
れ
た
事
賀
に
の
み
遁
用
さ
れ
る
理
論
の
構
築
に
疑

h
を
も
ち
、
具
胸
間
的
歴
史
的
方
法
て
も
ワ
て
己
れ

b
を
論
破
せ
ん
と
し
た
意
聞
は
、
高
く
評
債
さ
れ
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、
彼
が
経
済

現
象
の
本
質
に
ふ
れ
ず
、
た
だ
一
位
曾
事
貨
を
歴
史
的
に
調
査
し
、
そ
れ
b
ぜ
も
っ
て
一
枇
曾
の
あ
ら
ゆ
る
欣
態
の
設
明
を
治
乙
な
お
う
と

し
た
駄
に
沿
い
て
、
さ
b
に
p
カ
1
下
ゥ
に
封
す
る
担
否
か
ら
抽
象
的
演
緯
法
の
安
首
位
の
桓
否
に
ま
で
い
た
っ
た
射
に
お
い
て
、
伎

は
他
の
歴
史
問
牢
汲
経
済
事
者
と
同
様
に
大
い
に
批
判
さ
れ
る
，
へ
き
で
あ
ろ
う
。
す
た
わ
ち
歴
史
認
識
と
し
て
の
経
済
皐
が
彼
に
は
少
し

も
問
題
に
な
ら
ず
、
む
し
ろ
資
本
主
義
飽
献
を
前
提
と
し
て
の
庭
方
議
的
役
割
か

b
の
み
、
経
済
墜
を
問
題
に
し
て
い
た
と
い
え

Z
う。

己
の
意
味
に
お
い
て
、
彼
は
リ
カ

l
F
ゥ
以
後
民
現
れ
た
イ
ギ
リ
ス
経
済
事
者
の
よ
う
に
、
事
物
の
本
質
安
明
を
さ
け
て
、
現
象

ω表

面
的
解
四
障
の
み
を
ゐ
こ
な
お
う
と
す
る
経
験
主
義
的
経
済
皐
の
流
れ
の
中
に
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
被
は
後
期
に
お
い
て
こ
の
よ
う

に
は
っ
き

p
と
方
法
論
的
に
歴
史
事
源
的
見
解
を
表
明
し
な
が

b
も
、
な
治
経
済
政
策
の
面
に
お
い
て
、
古
典
皐
滅
的
色
彩
を
残
し
て

hv
た
と
い
う
こ
と
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
彼
白
立
場
か
ら
生
ず
る
営
仲
間
の
結
果
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
す
ら
死
の
直
前
に
は
放
棄
す
る

に
H
た
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
も
し
、

『
イ
ギ
ロ
ス
に
治
け
る
産
業
と
商
業
の
歴
史
』

(
ロ
ジ
ャ

l
ズ
の
死
後
、

-
八
九
二
年
似
の
第
四

子
で
あ
る
7
l
ザ

l
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
が
遺
稿
を
あ
つ
め
編
纂
)
に
お
い
て
理
論
的
に
も
政
策
的
に
も
ほ
ぼ
完
全
に
歴
史
事
派
的
立
場
に

ツ
事
ル
ド
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
に
つ
い
て
の
一
研
究

第
七
十
六
巻

四
O
五

第
六
鵠

占
J、



ソ
ロ
ル
ド
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
に
づ
い
て
白
一
野
宛

第
七
十
六
巻

四
O
六

第
六
鵠

占
ノ、

立
ワ
よ
う
に
な
っ
た
彼
と
、
他
の
イ
ギ
F
1
盤
臭
事
訳
経
済
皐
者
と
の
差
具
を
強
MV
て
趨
ベ
上
う
と
す
る
な
ら
ば
、
雨
者
に
よ
る
歴
史

研
究
を
通
じ
て
の
結
論
白
出
し
方
が
、
古
代
論
争
に
現
れ
た
=
派
の
よ
う
に
、
前
者
は
激
愛
読
一

E
宮
前
回
目
立
F
H
O
P
S
4
を
と
る
の
に

劃
し
て
、
後
者
は
進
化
論
訟
に
し
た
が
ヲ
て
い
た
と
い
う
黙
で
あ
ろ
う
。

と
も
か
〈
、
彼
D
経
済
思
想
が
以
上
り
ょ
う
た
同
盟
濯
を
た
ど
っ
て
、
し
か
も
矛
盾
し
た
形
て
現
れ
た
の
は
、
十
九
世
相
後
半
も
っ
と

も
混
観
し
た
イ
ギ
り
ス
白
一
砿
舎
欺
態
、
そ
れ
に
臆
ず
る
古
典
皐
祇
の
崩
壊
と
歴
史
皐
派
の
勃
興
を
も
っ
と
も
エ
〈
反
映
し
た
か
ら
で
は

在
か
ろ
う
か
。
最
後
に
、
私
は
彼
の
歴
史
研
究
に
よ
る
結
論
が
種
A

の
批
判
を
う
け
た
が
ら
も
、
イ
ギ
り
ス
に
治
け
る
最
初
の
経
済
史

研
努
に
生
涯
を
さ
さ
げ
、
そ
の
後
に
つ
づ
く
経
済
史
研
努
を
促
進
さ
せ
、
開
拓
者
酌
校
靭
を
果
し
た
功
績
を
大
い
に
讃
え
て
、
己

D
稿

を
と
じ
よ
う
。

註

ω
r
z
q・
4
2
4
M
V
邑
0

・

ω
k
g
E
4・
F
E・
ヲ
∞
串

同

国

b
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p
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4
a
〉
間
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E
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口
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目
丙

H
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H
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E
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開ロ開
]
E
p
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-
F
宅
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H
t
n
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f
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円
。
出
向
ロ
ロ
虫
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同
庁

E
晶
君
臼
向
日
(
】
∞
∞
3
・

句
・
回
目
戸
た
担
、
ロ
ジ
ャ

1
d
A
の
良
民
一
授
mw
原
因
島
主
び
結
果
に
闘
す
る
見
解
の
受
賞
世
に
つ
い
て
は
、
大
塚

A
雄
『
近
代
欧
洲
挫
演
且
序

読
』
(
改
訂
版
上
ノ
一
一
)
一
九
五
頁
、
一
九
六
頁
の
註
川
問
を
参
照
さ
れ
た
し
。

ω

列
。
問
。
窃
祖
国

E
S
E
R
F
Z
3官
且
民
ち
回
。
時
国
拐
吉
宮
司
・
臣
・
法
P
出
品
口
向
。
、
回
目

S
4
n
h
〉
由

p
h
E
U
R
O
E
a
吋岡山

O
B
自
国
晶
-Ea・
40--H〈・

官
且

E
v・
5MM4uME
な
お
、
乙
の
見
陣
に
闘
す
お
批
評
四
一
ワ

K
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r
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H
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